
 

 

 

 
ぼうぜペーロンフェスタ実施要綱 

 

  

   

１．目   的   ペーロン競漕を通じて市民の親睦を図り、地域社会の連帯と共生 
          の意識を育むと共に、本土圏域を対象とした交流人口拡大に繋い 
          だ市内の観光産業振興に寄与することを目指す。  

２．名   称    「ぼうぜペーロンフェスタ」と称する。  

３．日   時   令和８年８月１日（土） 8:30～15:00頃  

４．場   所   姫路市家島町坊勢スポーツセンター前（４コース）  

５．内   容   ペーロン競漕  

６．乗 艇 人 員    漕手 20名 （補欠 登録可）  

                      ※ 漕手について20名より少ない場合は参加を認めるが、20名より    

                多い場合は認めない。（太鼓手は希望により可能）  

 

７．種 目 及 び 

  参加対象者  
 

 種       目  参 加 対 象 者  備  考  

姫 路 市 長 杯（一般男子の部） 一 般 男 子  

男子 

 

最大１２チーム 

 

 

姫路市議会議長杯（一般女子の部） 一 般 女 子 最大 ８チーム 

相 生 市 長 杯（オープンの部） 一 般 男 女  最大２０チーム 

坊勢酔龍会代表杯（中学生の部） 中 学 生 男 女 最大 ８チーム 

 坊 勢 区 長 杯（小学生の部） 小 学 生 以 下 親 子 最大 ８チーム 

 
坊勢漁業協同組合長杯（港対抗の部）  地 元 漁 業 従 事 者  

 
 

８．距   離   全種目 往復 ３００ｍ（１５０ｍ折り返し）  

９．漕手ルール   ぼうぜペーロンフェスタ競漕審判規程による。（別紙）  

10. 競 漕 審 判    ①ぼうぜペーロンフェスタ競漕審判規程による。  

             ②審判は、スターター・審判員・救助艇で行う。  

                    ※ 主な役割 スターター…スタートの指示  

                  審 判 員…着順、掲示記録  

                             救 助 艇…安全対策、折り返しの確認  

11. 問 合 せ 先    ぼうぜペーロンフェスタ実行委員会（TEL 079-326-0858）  

12. 組 合 せ     ①組合せは実行委員会進行部（酔龍会）で決定する。  

                     ②艇はコース方式とし、艇及びコースの抽選は行わない。    
            ※ただし、各種目の決勝レースについては決勝進出チームにより
                         抽選を行う。  

           ③各種目の第１レースは実行委員会において、前もって抽選を行い、
                       以降のレースは当日各回戦の最終レース後の順位及びタイムに 
                     より決定する。  

13. そ の 他   （１）参加受付  

            ６月２６日（金）午後４時までに実行委員会事務局へ申込書等
関係必要書類を提出すること。  

                     （２）運営進行  

○実行委員会及び同委員会の進行部（酔龍会）が行う。  

 
 

 



 

 

 

 

ぼうぜペーロンフェスタ競漕審判規程  

  

  

  

  

１． 泳力１００メートル以上を必要とするが、出場者本人が希望すればライフジャケットを

着用しての出場を認めます。ただし、小学生はライフジャケット着用を義務づけます。  

２． 競技艇は、本大会用競技艇を準備します。 

３． 競技開催中における事故等による傷害等不測の事態について、実行委員会は傷害保険給

付以上の責任は負わない。 

４． 審判は絶対かつ終審で一切の抗告を許さない。 

５． 組合せ及びコース、艇の決定 

 （１）各種目の第１レースの組合せは、前もって決定する。  

 （２）以降のレースは、当日各回戦の最終レース後の順位及びタイムにより、組合せ・コー

スを決定する。 

 （３）艇はコースの指定方式とし、抽選は行わない。ただし、各種目の決勝レースについて

は、進出チームにより抽選を行う。 

６． 競技参加者は招集のアナウンスにより、速やかに乗艇場に集合し、係の指示に従って出

発する。 

７． スタート時においては、舵手が「スタートロープ」を握ること。  

８． スタート方法については、各艇がスタートの用意ができたとスターターが判断し、「用

意はいいか・アテンション」の掛け声でかまえ、ピストルの音をスタートの合図とする。 

９． 出発の合図の後、各艇個々に生じた故障によるレースの無効は認めない。従って、他艇

（支障なき艇）はそのまま継続競漕すること。 

10． 折り返し地点のブイは、必ず回って折り返すこと。ブイを回らず折り返した場合は、失

格とする。 

11． 艇のゴールは、艇首を基準とする。 

12． レース結果は、アナウンス及び会場のプログラム（据え付け）によって周知する。  

13． 同着の場合は、抽選で順位を決定する。 

14． 実行委員会は、本競漕審判規程に定められていない事項について、必要な判断を下す権限を
有す。 

 


